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諮問庁：国税庁長官 

諮問日：令和３年４月２２日（令和３年（行情）諮問第１５９号） 

答申日：令和３年１０月７日（令和３年度（行情）答申第２７５号） 

事件名：特定税務署職員の旅行命令簿（特定期間旅行分）の一部開示決定に関

する件（文書の特定） 

 

 

答 申 書 

 

第１ 審査会の結論 

別紙の１に掲げる文書（以下「本件請求文書」という。）の開示請求に

つき，別紙の２に掲げる文書（以下「本件対象文書」という。）を特定し，

一部開示した決定については，本件対象文書を特定したことは，妥当であ

る。 

第２ 審査請求人の主張の要旨 

１ 審査請求の趣旨 

行政機関の保有する情報の公開に関する法律（以下「法」という。）３

条の規定に基づく開示請求に対し，令和２年１１月１７日付け名古屋東総

２１４により名古屋東税務署長（以下「処分庁」という。）が行った一部

開示決定（以下「原処分」という。）について，不開示とされていないに

もかかわらず開示されていない旅行命令簿の開示を求める。 

２ 審査請求の理由 

審査請求人の主張する審査請求の理由は，審査請求書の記載によると，

おおむね以下のとおりである。なお，審査請求人から意見書が当審査会宛

て提出されたが，諮問庁の閲覧に供することは適当でない旨の意見が提出

されており，その内容は記載しない。 

特定期間に旅行を行った名古屋東税務署全職員分の旅行命令簿の開示を

求めたが以下の旅行期間の旅行命令簿が開示されていないため開示を求め

る。 

Ｉ 旅行期間：特定年月日Ａ 

  氏  名：特定職員Ａ 

Ⅱ 旅行期間：特定年月日Ｂ 

  氏  名：特定職員Ｂ 

Ⅲ 旅行期間：特定年月日Ｂ 

  氏  名：特定職員Ｃ 

Ⅳ 旅行期間：特定年月日Ｃ，特定年月日Ｈ 

  氏  名：特定職員Ｄ 

Ⅴ 旅行期間：特定年月日Ｃ，特定年月日Ｅ，特定年月日Ｆ，特定年月
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日Ｇ，特定年月日Ｉ 

  氏  名：特定職員Ｅ 

Ⅵ 旅行期間：特定年月日Ｄ 

  氏  名：特定職員Ｆ 

Ⅶ 旅行期間：特定年月日Ｅ，特定年月日Ｆ，特定年月日Ｇ，特定年月

日Ｈ，特定年月日Ｉ 

  氏  名：特定職員Ｇ 

Ⅷ 旅行期間：特定年月日Ｇ 

  氏  名：特定職員Ｈ 

第３ 諮問庁の説明の要旨 

１ 本件審査請求について 

本件審査請求は，法３条の規定に基づく開示請求に対し，令和２年１１

月１７日付名古屋東総２１４により処分庁が行った一部開示決定（原処

分）について，追加の文書の開示を求めるものである。 

２ 本件対象文書について 

本件対象文書は，別紙の２に掲げる文書である。 

３ 審査請求人が請求する文書について 

審査請求人は，別表に掲げる各旅行命令簿（以下，併せて「請求文書」

という。）が本件対象文書として開示された文書に含まれていなかったた

め，請求文書の開示を求めている。 

処分庁に確認したところ，次の事実が認められた。 

（１）平成２７年７月１０日付名局ｅ３－２２ほか２課共同「旅費事務の取

扱いについて（事務運営指針）（以下「事務運営指針」という。）」の

３（５）「業務命令による外出」において，「次に掲げる旅費不支給旅

行については，「業務命令による外出」とすることにより，旅程表及び

旅行命令簿の作成は要しない。」とされており，ロとして「鉄道１００

ｋｍ未満かつ交通費以外（日当・宿泊費等）の実費弁償の必要性が認め

られない場合で，官用車を利用する等により交通費が発生しない旅行」

が記載されている。 

（２）ア 別表の通番１，通番４ないし通番９，通番１１ないし通番１５及

び通番１７に掲げる旅行については，鉄道距離（実際の移動距離）１

００ｋｍ未満であることから，上記（１）に該当し「業務命令による

外出」として旅行命令簿は作成していない。 

イ なお，別表の通番１０及び通番１６の旅行については，実際の移動

距離が１００ｋｍを超えていることから，上記（１）に該当せず，旅

行命令簿の作成が必要であったところ，本件審査請求を受け，名古屋

東税務署の事務室内の書棚及び簿書庫内などの探索を行ったが，別表

の通番１０及び通番１６の旅行に係る旅行命令簿の存在は確認できな
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かった。 

（３）別表の通番２及び通番３に掲げる旅行について，特定職員Ｂ及びＣは

名古屋中税務署が本務署であることから，旅行命令簿は名古屋中税務署

で作成することとなるため，名古屋東税務署において旅行命令簿は作成

していない。 

（４）したがって，名古屋東税務署において，請求文書を作成しておらず，

保有しているとは認められない。 

４ 結論 

以上のとおり，名古屋東税務署において，本件対象文書のほかに開示請

求の対象として特定すべき文書を保有しているとは認められず，原処分は

妥当である。 

第４ 調査審議の経過 

当審査会は，本件諮問事件について，以下のとおり，調査審議を行った。 

   ① 令和３年４月２２日  諮問の受理 

   ② 同日         諮問庁から理由説明書を収受 

   ③ 同年６月１０日    審査請求人から意見書を収受 

   ④ 同年９月９日     審議 

⑤ 同月３０日      審議 

第５ 審査会の判断の理由 

１ 本件対象文書について 

本件開示請求は，本件請求文書の開示を求めるものであり，処分庁は，

本件対象文書を特定の上，一部開示する原処分を行った。 

これに対し，審査請求人は，文書の特定を争っているところ，諮問庁は

原処分を妥当としていることから，以下，本件対象文書の特定の妥当性に

ついて検討する。 

２ 本件対象文書の特定の妥当性について 

（１）本件対象文書について 

本件対象文書は，別紙の２に掲げる文書である。 

（２）別表の通番１，通番４ないし通番９，通番１１ないし通番１５及び通

番１７について 

ア 標記通番に係る各旅行について，諮問庁は上記第３の３（１）及び

（２）アのとおり説明する。 

イ 当審査会において，諮問庁から提示を受けた事務運営指針を確認し

たところ，旅行命令簿の作成についての説明は，上記第３の３（１）

のとおりであることが認められる。また，諮問庁から提示を受けた当

該各旅行に関する資料を確認したところ，当該各旅行に係る実際の移

動距離についての説明は，上記第３の３（２）アのとおりであること

が認められる。 
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ウ 以上を踏まえ検討すると，上記諮問庁の説明に，特段，不自然・不

合理な点は認められず，これを覆すに足る事情も認められないから，

当該各旅行に係る旅行命令簿については，これを作成する必要があっ

たとは認められない。 

（３）別表の通番１０及び通番１６について 

ア 標記通番に係る各旅行について，諮問庁は上記第３の３（２）イの

とおり説明する。 

 当審査会事務局職員をして，諮問庁に対し，当該各旅行に係る旅

行命令簿の作成について改めて確認させたところ，諮問庁は，当該

各旅行については，公費によりレンタカーを利用し昼食や諸雑費の

発生がなかったため旅費不支給となる出張ではあったものの，旅行

距離が１００キロメートルを超えていたため，旅行命令簿の作成が

不要な旅行には該当せず，その作成を失念していたものであり，事

後的に作成予定である旨説明する。 

イ 以上の説明によれば，本来，旅行命令簿の作成が必要であったにも

かかわらず，処分庁において，当該各旅行に係る旅行命令簿の作成を

失念していたことは，明らかに不適切な事務処理といわざるを得ない

ものの，名古屋東税務署において，当該各旅行に係る旅行命令簿を作

成していないとする諮問庁の説明を覆すに足る事情は認められない。 

したがって，名古屋東税務署において当該文書を保有していないと

する諮問庁の説明自体は，これを是認せざるを得ない。 

（４）別表の通番２及び通番３について 

ア 標記通番に係る各旅行について，諮問庁は上記第３の３（３）のと

おり説明する。 

イ 諮問庁から当該各旅行を行った当時の職員録の提示を受け，当審査

会において確認したところ，特定職員Ｂ及び特定職員Ｃは名古屋中税

務署が本務署であったことが認められ，そうすると，特定職員Ｂ及び

特定職員Ｃが旅行命令簿の作成の対象となる旅行を行った場合には，

本務署である名古屋中税務署において当該旅行命令簿を作成すること

になることから，名古屋東税務署において，当該各旅行に係る旅行命

令簿を作成していないとする諮問庁の説明は首肯できる。 

（５）したがって，名古屋東税務署において，本件対象文書の外に本件開示

請求の対象として特定すべき文書を保有しているとは認められない。 

３ 審査請求人のその他の主張について 

審査請求人のその他の主張は，当審査会の上記判断を左右するものでは

ない。 

４ 本件一部開示決定の妥当性について 

以上のことから，本件請求文書の開示請求につき，本件対象文書を特定
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し，一部開示した決定については，名古屋東税務署において，本件対象文

書の外に開示請求の対象として特定すべき文書を保有しているとは認めら

れないので，本件対象文書を特定したことは，妥当であると判断した。 

（第４部会） 

 委員 小林昭彦，委員 塩入みほも，委員 常岡孝好 



 6 

別紙 

 

１ 本件請求文書 

旅行命令簿（特定期間に旅行を行った名古屋東税務署全職員分） 

 

２ 本件対象文書 

旅行命令簿（特定期間に旅行を行った名古屋東税務署全職員分） 



 7 

別表 

 

番号 対象文書 通番 

Ⅰ 特定職員Ａに係る特定年月日Ａの旅行命令簿 １ 

Ⅱ 特定職員Ｂに係る特定年月日Ｂの旅行命令簿 ２ 

Ⅲ 特定職員Ｃに係る特定年月日Ｂの旅行命令簿 ３ 

Ⅳ 特定職員Ｄに係る特定年月日Ｃの旅行命令簿 ４ 

特定職員Ｄに係る特定年月日Ｈの旅行命令簿 ５ 

Ⅴ 特定職員Ｅに係る特定年月日Ｃの旅行命令簿 ６ 

特定職員Ｅに係る特定年月日Ｅの旅行命令簿 ７ 

特定職員Ｅに係る特定年月日Ｆの旅行命令簿 ８ 

特定職員Ｅに係る特定年月日Ｇの旅行命令簿 ９ 

特定職員Ｅに係る特定年月日Ｉの旅行命令簿 １０ 

Ⅵ 特定職員Ｆに係る特定年月日Ｄの旅行命令簿 １１ 

Ⅶ 特定職員Ｇに係る特定年月日Ｅの旅行命令簿 １２ 

特定職員Ｇに係る特定年月日Ｆの旅行命令簿 １３ 

特定職員Ｇに係る特定年月日Ｇの旅行命令簿 １４ 

特定職員Ｇに係る特定年月日Ｈの旅行命令簿 １５ 

特定職員Ｇに係る特定年月日Ｉの旅行命令簿 １６ 

Ⅷ 特定職員Ｈに係る特定年月日Ｇの旅行命令簿 １７ 

 


